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会長挨拶 内山俊夫 会長

　会場にお集まりの皆さん、今日は！
　本日は、行田ロータリー文庫除幕式の御案内をい
たしましたところ、津田行田市教育委員長様、国際
ロータリー第2570地区野中ガバナー様ならびに古屋
ガバナー補佐様、そして安部行田市立図書館館長様
はじめ、皆様方にお集まり頂き、ありがたく感謝申
し上げます。
　一昨年来私達のクラブでは国際ロータリーの創立
１００周年記念事業として、一昨年、新築オープン
　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁へつづく）



しました行田市立図書館に３ヵ年計画で「行田ロー
タリー文庫」を設置しまして、一昨年湯本会長年度
９６８冊、昨年黒渕会長年度は９３８冊、本年も７
月２１日に博物館でおこなわれた「アジアの子供た
ちの絵日記展」のオープニングセレモニーの中で、
横田行田市長様に同額の規模の図書目録を贈呈させ
て頂きました。
　本年は８３８冊、３年間で併せて２７４４冊の図
書を寄贈させていただきました。
　「行田ロータリー文庫」の内容は、一流スタッフ
が選んだ、赤ちゃんが初めて出会う絵本から、幼稚
園くらいのお子さんが楽しめる絵本、小学生向けの
物語や昔話の本など、大体０歳から１０歳くらいま
でのお子さん向けの楽しい本が中心になっています。
　本年度、国際ロータリー会長カール・ブィルヘル
ム・ステンハンマー氏の強調事項に、識字率の向上
と教育があります。ロータリークラブは読み書きを
学ぶ人々を助ける為の多くのプロジェクトを実施し
ており、私たち行田ロータリークラブの３年間にわ
たる活動も、未来の子ども達のためになることを確
信しております。
　本年度よりは読書推進委員会として、長期的に地
元地域社会のニーズにあった活動が出来るようにと
考え、また子供たちはもちろん、子どもを育てる保
護者にとっても、読み聞かせにより親子の愛情と人
間性をたかめ、深めて頂くことを目的として、今後
も読書推進委員会として取り組んでまいります。
　この行田ロータリー文庫が、御利用された皆さん
のいくらかでもその成長の手助けになれば幸いです。
どうか充分に御利用いただきたいと思います。
　以上を持ちまして、除幕式にあたり御挨拶とさせ
て頂きます。

　皆様、おはようございます。只今、会長さんより
お話がありましたように、３年間に渡りましてご寄
付を頂きました。
　今、千葉市の方でしょうか。この夏に第８回目の
読書コミュニティコラムの全国大会と言うのが、こ
の１９～２０日に開催される事となっております。
そのひとつのテーマとしまして、「子供の未来と命
を考える」と言うテーマでございまして、非常に最
近の子供達の様子を見ておりますと、心を育てる必

要性を感じている次第でございます。
　それには、何と言っても読書環境を整えて、読書
する事に意義があるのかな・・・そんな風に思って
おります。
　ここでご寄付を頂ける事は、大変ありがたいと思っ
ております。
　この夏休みには、子供達には特に読書に心がけて
頂けたらと思います。

　只今、行田ロータリークラブより多数の本を寄贈
して頂きまして、真にありがとうございました。心
より御礼申し上げます。
　近年、子供達の健やかな成長を促す為には、ほん
の読み聞かせ等が、大変重要視されております。ボ
ランティアの皆様による、本の読み聞かせ等も重要
視されております。
　子供達に読書の楽しさを、指導していきたいと思
います。
　本日はどうもありがとうございました。

挨　拶

津田 行田市教育委員長

安部 図書館長

　皆さん、おはようございます。今日は行田ロータ
リークラブさんの創立記念日にも当たるのですね。
それでこの除幕式に私も参加させて頂きまして、誠
にありがとうございます。
　私も常日頃、行田ロータリークラブさんの青少年
　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁へつづく）

野中ガバナー



に対するプログラム、これは大変素晴らしいものだ
と思っております。
　今、家庭は核家族、或いは１人っ子の家庭が多く、
我慢出来ない、或いは「キレる」とか、協調性がな
いと言う、色々な事が言われておりますが、０歳か
ら６歳くらいまで色んな本を見て頂くと言う事で、
心豊かな思いやりのある、そう言った子供達が育っ
てくれるのでは？　と、大変期待しております。
　どうもありがとうございました。

　この後、場所をアドバンテストクラブハウスの４
Ｆに移動しての、懇談会です。
　ここでは内山会長、山本幹事、次年度会長小池会
員と古沢会員、それから入会３年未満の会員の合計
１７名にて懇談会を行いました。

　食事を挟んで例会に入ります。行田ロータ
リークラブの全会員の拍手により、野中ガバ
ナー様と古屋ガバナー補佐様の入場です。



　皆さん、こんにちは。そして、本日はガバナー公
式訪問でありまして、国際ロータリー第2570地区ガ
バナー野中弘之様、そしてガバナー補佐古屋一生様
ようこそ行田ロータリークラブへ、お越しいただき
ました。会員一同心より歓迎いたします。
　なお、ガバナー、ガバナー補佐に置かれましては、
ネクタイをはずしていただければ幸いです。
　行田ＲＣは本年度開始より、７月７日の七夕例会
において、国民運動として政府が提唱いたします、
地球温暖化防止の取組み「チームマイナス６％」に
参加登録を表明し、冷房温度を高くする、アイドリ
ングをなくす、などに積極的に取組み「ひとつひと
つは小さな取組みでも、皆が意識を持ってチームに
なることで地球温暖化は防止できる」と意気込んで
おります。
　また、先週は家族親睦旅行として「愛・地球博」
へ行ってまいりました。
　「地球はあなたが先祖から受け継いだものでは有
りません。あなたが未来の子供たちから預っている
だけです」
　これはフランス館でのコメントです。万博のテー
マにあります、地球人として環境を考える活動の取
組みの重要であることを、再確認してまいりました。
　なお、参加された会員、家族の皆様には、暑さの
中大変おつかれさまでした。会場内のロータリー館
はまさに行田ＲＣのメイキャップDAYであった様子
でございます。
　本年度の野中ガバナーの方針は「心豊かにロータ
リーライフ」でありますが、ロータリーを楽しくす
る為に、当クラブとしましては、友情を深め、家族
とともに楽しめる活動を計画し早々に実施いたしま
した。家族親睦旅行例会、家族合同バーベキュー例
会は家族と語らいながらの、暑くて、美味しい例会
となりました。これからも家族の理解を得ながら、
地域社会のニーズに対応する社会奉仕に楽しく活動
参加してまいりたいと考えます。
　さて、行田ＲＣはまさに本日が創立記念日であり
ます。1996年（昭和41年）8月１１日、熊谷ＲＣを
スポンサークラブといたしまして、創立総会が開か
れたわけであります。特別代表、近藤義次様指導の
もと、永沼運造初代会長、長島良治初代幹事、そし
て佐藤孝太郎副会長、を中心とし３３名のメンバー

により行田ＲＣが創立、誕生したわけであります。
　本日出席の佐藤孝太郎会員はチャーターメンバー
であり、創立以来１００％出席を継続いたしておら
れますことに、誠に敬服し、尊敬いたしますと共に、
感動いたします。これからも意義ある１００％を続
けていただきたいと願っております。
　当時のＲＩのターゲットは、「ロータリーでより
よい世界を」でございます。そして、初めてのガバ
ナー公式訪問は翌年の昭和４２年３月２３日にあり、
３５８地区松方三郎ガバナー（松方侯爵のお孫さん）
を迎え「昔の軍隊第１期の検問を思わせるほど緊張
した」と故人、鈴木金次郎会員の思い出として語ら
れております。
　軍隊の検問を戦後生まれの私にはどのようなもの
か分かりませんが、鈴木さんが話されたほど緊張感
を持ってガバナー公式訪問が行われた事だと理解で
きます。
　現在会員総数７２名と創立当時の倍の会員となり、
本日ここに野中ガバナーをお迎いして、歴代の会長、
会員が公式訪問をロータリーの行事として重視され
てきた事をあらためて感じる次第であります。
　創立記念例会にあたり創立から今日まで行田ＲＣ
を支え、育ててこられた会員の想いと活動に感謝を
し、この日に会員として在籍しているという名誉と
誇りをもって、次の時代に向かって邁進していこう
と思います。

　行田ロータリークラブの皆さん、こんにちは。今
日は皆さんに歓迎をして頂き、大変感激しておりま
す。
　それから今日は行田ロータリークラブさんの創立
記念日だそうで、実は私はこの日を狙ったわけでは
ありませんで、たまたま公式訪問の日にちを決めて
頂いた日をみたら今日が創立記念日だそうで３６５
分の１を当ててしまったような、そんな気持ちです。
本日を選んでしまったのは、まずかっただろうか？
とも思ってしまうほどです。
　最近は代わり映えのない例会のクラブが多いよう
に感じるのですが、行田ロータリークラブさんは大
変ユニークなプログラムが組まれているようですね。
これなら欠席する人も少なく思います。
　やはりロータリーと言うのは、企業で忙しい人だ
けが集まって、それで活動に参加して下さるのです
　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁へつづく）
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卓　話 野中弘之 ガバナー



から、やはりそれだけのメリットがないと、これは
いけないと思います。
　ではメリットとは何かと言いますと、やはり一生
懸命に例会にも参加する。それからロータリーのそ
れぞれの会議とか色々ありますけどそれらも参加す
る。奉仕活動にも参加する。それらをやって頂いて
いるうちに、本当にロータリーの楽しさ面白さと言
うのが、わかってくると思います。
　そして一生懸命にやればやる程、満足感が得られ
る事と思います。結局は一生懸命に奉仕すると言う
事は、最後は人格の向上とか人間的な容積を増やす
事に繋がるとか、自分に跳ね返ってくる、言うよう
に思います。
　折角高い会費を払ってロータリークラブに所属し
ているのですから、ロータリーライフを楽しむ事が
良いかと思います。
　私の中でもいくつかの色々な事がありました。私
の体験談をお話しようと思います。
　ロータリークラブに入会して３年目だったと思い
ます。たまたま会長が藤間病院の病院長だったわけ
ですが、そして素晴らしいリーダーであったわけで
すが、会報委員長を仰せつかりました。当時は、今
と違いまして全部テープに録音したものを全部自分
でいちいち書いてテープ起こしをするわけですね。
　今度はそれを編集して会報紙に載せるために文章
を縮めるなりの作業を、１週間の間に２日間くらい
取られてしまう。
　当時は私は入会３年目で、１番若いチャーターメ
ンバーでした。何の為にこんな苦労をすなくてはな
らないんだろう？　こんなんではロータリークラブ
をやめてしまおうか？　等としょっちゅう考えてお
りました。でも結局は、ちゃんと仕事をこなしてい
たわけです。
　で、そしたらそれがたまたま認められて、一生懸
命にやれば認められるんだ。等と言う事をしみじみ
と感じまして、今に役立っております。
　行田ロータリークラブさんは、今日は図書の除幕
式等もやられて、行っている事業の桁が違うと、本
当に素晴らしい地域に本当に役に立つ、社会奉仕を
して頂いていると、そう思います。
　本日はまとまりのないお話をしてしまいましたが、
長時間のご清聴、本当にどうもありがとうございま
した。

◎児童向図書８３５冊の寄付受入書が、市役所から
　届きました。
◎８月２０日、５クラブＧＯＬＦ打合せ会がありま
　した。櫨さんと私が出席しました。１０月２６日
　桃里カントリーで開催されます。主管は行田さく
　らＲＣです。
◎８月２２日、９委員会の炉辺会合がユモトホテル
　でおこなわれました。お互いの委員会事業がみえ
　て、有意義でした。
◎８月２４日、ものつくり大学・行田市・行田ＲＣ
　共催のイベントの打合せに会長・幹事・社会奉仕
　森島委員長で、ものつくり大学で打合せをしまし
　た。ものつくり大学の公開講座イベントは一環で
　す。

　宴会では色々なゲームを交えて大変楽しく、親睦
委員会としては親睦を深める事が出来たのでは？
と、思います。
　そして２日目。愛知万博です。こちらでは終日自
由行動で、一緒に行動した人以外は１日会えなかっ
たのですけれど、一応私の方のグループではロータ
リー館にも伺いまして、メイキャップもして参りま
した。ロータリー館などでは大変温かいお出迎えを
して頂きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁へつづく）

幹事報告 山本憲作 幹事

　皆様こんにちは。
　先日、８月３日と４日と、愛知万博に行って参り
ました。お子様を含む、３７名と言う参加でした。
新幹線での旅と言う事で非常に時間に神経質になっ
たのですけれども、皆様のご協力を頂きまして無事
に乗り遅れもなく、時刻通りに名古屋に着く事も出
来ました。
　１日目は名古屋城と徳川美術館の見学と行きまし
て、宿泊先のホテル花水木到着を、予定通り早めた
のですが、３時４５分に着きました。
　それから宴会の６時半までの時間を自由時間とし
ました。
　温泉に入っている方、それからお隣のスパーラン
ドに行かれた方、色んな楽しみ方をされたようです。

◎８月２５日、第５グループ会長・幹事会が、熊谷
　で開催されます。
◎９月１１日、バーベキュー例会、ユモトさんで行
　います。
◎９月１６日、白河提灯まつり例会です。

委員会報告 古沢 親睦委員長



武井会員より代表スピーチ
　只今誕生祝いを頂きました、武井です。誕生祝
い、どうもありがとうございました。
　私は昭和23年８月15日、終戦記念日なんですが、
生まれました。今度の誕生日が来て、57歳になり
ます。まぁ今のように多分57年前もとても暑かっ
たと思います。お袋も大変だっただろうなぁと、
感謝しております。
　本日は、どうもありがとうございました。

誕生祝い
　私はメールも好きなものですから、先日もメール
にて詳細は報告させて頂いております。まだ読まれ
てない方は、是非お読み頂けたらと思います。
　それから今日は壁の方に写真を張らせて頂いたの
ですけれど、今年度の第一例会より左から順番に並
べてあります。そして１番右側が、この間の万博旅
行の写真でございます。
　今回の写真は、境野会員のご協力を得まして今日
ガバナーとガバナー補佐様が見えるのでは何かやり
たいな、と言う事で、昨日、半日掛りで作りました。
どうか例会が終わった後、ゆっくりとご覧になって
頂けたらと思います。
　最後に、万博旅行にご参加して頂いた方に、大変
ご協力をして頂いた事に感謝を申し上げまして、愛
知万博のご報告とさせて頂きます。
　どうもありがとうございました。



☆2570地区ガバナー野中弘之様…会員皆様の歓迎
　をいただき有り難うございます。
☆同ガバナー補佐古屋一生様…本日、公式訪問に
　てガバナーと一緒に参りました。よろしくお願
　いいたします。
☆内山会長…野中ガバナー本日は公式訪問お世話
　になります。１年間楽しいロータリーとなるよ
　う、努力します。有り難うございます。
☆山本(憲)幹事…ガバナー、ガバナー補佐、よう
　こそ行田へ。
☆黒渕会員…野中ガバナー、古屋ガバナー補佐様
　本日はありがとうございます。
　ロータリ文庫オープニングおめでとうございま
　す。
☆渡辺会員…野中ガバナー、公式訪問ありがとう
　ございます。
☆小池(英)会員…歓迎、野中ガバナー公式訪問。
☆石塚会員…歓迎、公式訪問。
☆諸貫会員…野中ガバナー、古屋補佐、行田RCへ
　ようこそ。
☆永島(健)会員…愛知博において孫が大変お世話
　になりました。
☆小山会員…野中ガバナー公式訪問ご苦労様です。
☆清水(義)会員…旅行では大変お世話になりまし
　た。親睦委員の皆様有り難うございました。
☆湯本会員…歓迎、公式訪問。
☆小林会員…ガバナー、ガバナー補佐、公式訪問
　ありがとうございます。
☆山田会員…野中ガバナーようこそ。
☆福島会員…野中ガバナー、古屋ガバナー補佐、
　本日はようこそおいでくださいました。
☆武笠会員…野中ガバナー、ようこそおいでくだ
　さいました。
☆大谷会員…祝・ガバナー訪問。
☆富田会員…野中ガバナー、公式訪問ありがとう
　ございます。
☆森島会員…野中ガバナー、古屋ガバナー補佐様
　行田RCへようこそおいでくださいました。歓迎
　いたします。よろしくお願いいたします。
☆長島会員…ガバナー公式訪問ありがとうござい
　ます。

☆長谷川会員…ガバナー、ようこそおいでくださ
　いました。
☆稲垣会員…ガバナー、ようこそおいでください
　ました。
☆大野会員…ガバナー、ようこそおいでください
　ました。
☆小沢会員…ガバナー、ようこそおいでください
　ました。
☆坂本会員…ガバナー、ようこそおいでください
　ました。
☆持田会員…ガバナー、ようこそおいでください
　ました。
☆宮内会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆鈴木(康)会員…野中ガバナー公式訪問、ありが
　とうございます。
☆古沢(勇)会員…野中ガバナー公式訪問、ありが
　とうございます。
☆武田会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆小池(利)会員…野中ガバナー公式訪問、ありが
　とうございます。
☆島崎会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆清水(治)会員…野中ガバナー公式訪問、ありが
　とうございます。
☆横田会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆阿部会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆田山会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆小島会員…野中ガバナー公式訪問、ありがとう
　ございます。
☆小椋会員…祝・ガバナー公式訪問。
☆大島会員…祝・ガバナー公式訪問。
☆飯田会員…祝・ガバナー公式訪問。
☆植田会員…祝・ガバナー公式訪問。
☆鈴木(貴)会員…祝・ガバナー公式訪問。

ニ コ ニ コ 報 告

合計￥５３０００

　部屋を移動してのクラブ協議会が、午後１時
４０分より午後３時２０分まで行われ、各委員
長の方々の今年度の方針発表を発表して頂き、
その後、古屋ガバナー補佐様に感想を述べて頂
きました。
　野中ガバナー様、そして古屋ガバナー補佐様、
本日は大変お忙しいところ、本当にどうもあり
がとうございました。


